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１． はじめに 
 大学では最近，オンラインコンテンツを活用
して講義を行うことが多くなった．従来からの
教科書を用いた講義より，PC を使った講義の方
が，学生の興味を喚起することができ，より多
くの情報を学生に与えることが可能である．こ
の方法は，学習意欲が旺盛な学生に対しては非
常に有効であるが，学習意欲があまりない学生
は，授業と関係のない Web サイトの閲覧に興じ，
ゲームなどで遊んでしまう可能性がある． 
一方，家庭におけるパソコンの利用も，イン
ターネット抜きでは考えられなくなり，2002 年
12 月末には，xDSL，CATV インターネット接続，
FTTH を加えたブロードバンド加入者数が 700 万
世帯を越えたという報告があり，高速常時接続
を利用した家庭学習環境を使用できる時代がや
ってきたと言える． 
また，e-learning システムを活用する試みも
多くの事例が報告されるようになってきた．会
社の社員研修，各種資格に対する自己学習，大
学の講義にも導入する試みが行われ始めている．
筆者らの大学においても e-learning システムの
導入を検討中である．しかしながら今までの教
室における講義との整合性，単位数の決定など
解決しなければならない多くの問題が散在する． 
 そこで，多様化した学習と授業の方法の中で，
どのように的確な成績評価を行うかを検討する
ため，個人別の学習時間が取得可能なシステム
を開発し，実際の授業科目において，授業時間
中の学習量，授業時間以外の学習量，課題の評
価，期末試験の成績などの関連について検討を
行ったので報告する． 
 
２．学習評価方法 
 現在の主な学習評価方法として次の５つが挙
げられる． 
 
 
 
 
 
 

・観察による評価（行動，発言） 
・作品による評価（レポート,課題作品,プレゼ
ンテーション） 
・評定による評価（出席，遅刻，学習進捗） 
・自己評価，相互評価 
・テストによる評価 
 通常，大学の講義においては，これらの評価
方法がいくつか組み合わされて学習の評価が行
われている．しかし，学習に対する評価は，目
的として定めた知識の習得に重点を置く場合が
多いため，テストによる評価が一番多く行われ
ている．学習に要した時間は単位数として考慮
されている場合が多い． 
 一方，e-learning システムによる学習は個人
環境となるため，評価方法として，作品や評定，
テストによる評価などに狭められ，知識に対す
る評価は容易に行うことができるが，その知識
が e-learning による学習で得た知識であるかを
評価することは難しい．したがって，資格試験
等への適用に対しては有効であるが，大学の講
義の代用としては，単位数等に疑問が残ると考
えられる． 
大学で講義の代用として e-learning システム
を導入する場合には，少なくともテストによる
知識の評価方法だけではなく，知識の体系化を
図らせることを目的として，レポートや課題作
成等の他の評価と組み合わせることが望ましい
と考えられる．また，掲示板を使った議論の場
の活用も重要である． 
そこで，通常の講義と e-learning の中間に位
置するであろう，Web 教材を活用した通常の大学
の講義において，個人別の学習時間が取得可能
なシステムを開発し検討を進めた．  
 
３．学習時間を加えた評価方法 
 学習の評価方法について，授業時間外の自己
学習時間を評価することが重要であると考えら
れる．自己学習による学習は，授業時間内の学
習とは異なり，自主的に学習者が行うものであ
るから，その学習成果は期待できる．学習者の
評価として自己学習時間を考慮して総合的な評
価を与えることは有効かもしれない． 
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 また，学習の過程を取得する上で，大切なこ
とは本当に学習をしているのかという点で，学
習者の学習時間や学習の経緯を取得し，本当に
学習しているのか，ただテキストを閲覧してい
るだけなのかといった学習者の行動を簡単に把
握することができるシステムを構築した．学習
者の行動を把握する方法としては，既存の Web
ブラウザを用いた授業において，各学生個人の
ページ閲覧履歴を記録しておき，集計するもの
である．これは Web ページにアクセスする際に
サーバに記録されるログに個人認証情報を加え
たデータとして記録される．また，本大学外の
サーバにも授業内で用いられる学習コンテンツ
と同等のものを設置し，学習者が好きなときに
いつでもアクセスして学習できる環境を整え，
その集計情報からさらに詳しい学生の行動を取
得することができるようにした．内容としては
アクセスした日時，アクセスしたページ，アク
セスしていた時間までが詳細に記録されており，
学習者一人一人の自己学習内容や学習時間がわ
かる． 
 
４．授業時間内外の学習時間と課題・試験評
価の関係 
 筆者らの学科において平成 12 年度より行って
いる授業科目「ネットワーク応用・演習」(選択
科目，2 単位，2 年次生配当，週 2 コマ，70 名程
度が履修)を対象に半年間，このシステムを実際
に稼働させてデータの収集を行った． 
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図１ 授業時間内の学習状況と試験等の関係 
 
 図 1 では，講義に用いられた学習ページのア
クセス量と課題および試験の評価点数の関係を
示したグラフであるが，アクセス量の比較的多
い学生は課題や試験の評価が高いのに比べ，ア
クセス量が少ない学生は，課題，試験両方の評
価が低い傾向にあることがわかる．検証に用い
た講義での Web ページは，どのページも 10 分程

度で読むことが可能なように構成され，講義も
これにしたがって行われた．しかし，30 分以上
も同じ Web ページにとどまっている場合や，説
明の Web ページが切り替わっても移動していな
いことなどから，講義を聴いていない場合が多
いことがわかった．また，学習ページへのアク
セスが少ないにもかかわらず試験で点数が良い
学生は，すでに広い知識を有していたか，試験
のための学習のみを行ったとも考えられる． 
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図２ 授業時間外の学習状況と試験等の関係 
 
授業時間外において，自己学習時間（この図
ではサーバにアクセスした日数で表示）が長い
学生は試験・課題の点数が高い傾向にあること
がわかる．逆に自己学習時間の短い学生は，試
験・課題ともに点数が低い傾向が強い． 
 自己学習時間の長い学生は，この科目に対す
る学習意欲が旺盛であり，学習成果としての知
識が多く定着するため，試験の評価も高くなる
と考えられる． 
 
５．まとめ 
 今回，授業時間内および授業時間外の学習時
間を取得するシステムを開発し，半年間，実際
の講義に適用してデータの収集を行った． 
そのデータを解析した結果，授業時間内にお
いて，授業をまじめに聴いている学生といない
学生を明確に区別できること，授業時間外に自
己学習する学生は，この科目に対する学習意欲
が旺盛であり，授業の内容をより深く理解しよ
うと努力していることが明確に分かった．この
傾向は Web 教材を活用した学習に共通であると
考えられ，e-learning システムを使った学習に
も適用することができる．知識の詰め込みでは
なく広い知識の習得を目的とするような，e-
learning システムの構築，e-learning システ
ムを使った学習に対する単位の算定根拠となり
うる有効なデータを収集することができた． 
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